
令和４年度  １学期学校評価から 
 ７月に、今年度一回目の学校評価を保護者の皆様と子どもたちに実施いたしました。昨年度に引き

続き、オンラインでのアンケートになりましたが、例年と変わらない回答率（約８割）でした。保護者の

皆様におかれましては、お忙しい中アンケートの回答にご協力いただきありがとうございました。 

学校評価につきましては、保護者の方々、地域の方々とともに、大将軍小学校の子どもたちの様子

を振り返り、学校にとってこれからの教育活動をよりよくしていくための資料となります。 

子どもたちへの教育は学校が単独で行うものではなく、保護者・地域の皆様の協力があって初め

て効果をあげるものであります。校内では、このアンケート結果の分析を職員会議で共有し、これまで

の成果と今後の取組の道筋について話し合いました。より良い学校にするために、保護者と地域の皆

様にも広く学校の取組を知っていただきご支援・ご協力を願えればと思います。どうぞよろしくお願い

いたします。 

＜アンケート内容について＞ 

昨年度のアンケートから「１４ 地域に関する項目」で質問を変更しました。

昨年度までは、児童質問では、「地域のことが好きである。」保護者質問では

「地域の子どもに対する取組について理解している。」でしたが、今年度は児

童・保護者共に「学校教育の中で地域の方々にお世話になっていることを理

解している。」という質問にしました。コロナ禍でなかなか地域行事等が実施

できていない現状、その中でも学校教育の中で地域の方々からたくさんのこと

を教えていただいたり、日ごろの見守り活動でお世話になったりしていることを振り返る内容項目とし

ました。結果については分析の方で説明させていただきます。 

＜アンケートの分析＞（アンケート結果は裏面） 

昨年度のアンケート結果と比べ、大きな変化が見られる項目は児童・保護者共にありませんでし

た。これは昨年度同様、落ち着いた学校生活を送ることができていると考えます。 

「２ 友だちを大切に仲良くしている」という児童への質問ではいつも９５％を超える肯定的な回答

があります。今回はその中でも「よくできている」の回答が昨年に比べて約７％も伸びており、友だちを

大切にしていること、仲良く学校生活を送ることができていることが感じられます。安心

した学校生活を送ることができている児童が増えていることを大変うれしく思います。 

「３ 困ったことがあれば先生に相談している（相談するように声をかけている）。」と

いう項目で、３・４年生の「あまりできていない。」５・６年生の「あまりできていない。でき

ていない。」の回答が多くなっています。一方保護者の回答では、「よくできている。だい

たいできている。」の肯定的な回答が９４％と非常に高くなっています。これは、子どもた

ちの回答が、相談できないという否定的なことではなく、相談する必要がない（困っていない）と考え

た回答が多かったのではないかと考えています。「２ 友だちを大切に仲良くしている」の質問と合わ

せて、子どもたちが安心して学校に登校できているとてもいいことだと

思います。 

「７ はきものをそろえている」では、低学年に比べて、高学年の「あま

りできていない。できていない。」という回答が増えているのが少し気に

なります。高学年が低学年の良いお手本となって日々の学校生活を送

ることができると、より良い大将軍小学校になっていくのではないかと

考えます。また、保護者の方々の回答を見ても、はきものをそろえるよう

に家庭で声かけをしているのは５０％を切っています。「はきものをそろ

えること」は、落ち着いて行動することや、相手意識を高めて人を大切に

することにつながる取組だと考え、学校教育の中で大切にしています。

各ご家庭でも声掛けしていただき、靴をそろえることが当たり前になっ

ていくといいなと思います。ご協力よろしくお願いいたします。 

  「１４ 地域の方々にお世話になっていることを理解している。」という項目では、児童の回答は例年

通り約９０％が肯定的な回答でした。保護者の回答では、昨年度まで肯定的な回答が約６０％だった

のに対し、今年度は約８０％になりました。毎日の登下校での見守り活動や毎週の図書ボランティアの

方々による読み聞かせなど常にお世話になっていることがたくさんあります。それだけでなく各学年の

生活科や総合的な学習などでは地域の方々にゲストティーチャーに来ていただき、その道のプロから

生き方や考え方などを教えていただいています。これからも学校運営協議会の方々にご協力いただ

き、多くの人材を紹介していただきながら、子どもたちに多種多様な体験を通した学習を進めていき

たいと考えています。 

また、自由記述欄ではさまざまなご意見ありがとうございます。昨

年度よりオンラインでの実施に変更し、例年に比べて自由記述欄の

記入が少なくなっています。お忙しい中だと思いますが、今後も忌憚

のないご意見をいただき、学校教育に生かしていきたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

＜学校運営協議会より＞ 

  ①の「進んであいさつができる」項目については、あいさつの声が

出るようになったり、声は出ないがニコッと笑顔を返してくれたりする子どもが増えていてとても安心し

ます。⑧の「自分の良いところをいえる」という項目で肯定的な回答が少なくなっていますが、自分の

良いところを言うのは大人でも恥ずかしく難しいことです。お互いの良いと

ころを見つけたり、友だちを大切にしたりすることで自分の良さにも気付け

るようになっていくのではないかと思いますので、帰りの会などで取り組ん

でいるいいところ見つけを続けてほしいです。今後、高学年の子どもたちが

自信をもって「よくできている」とたくさんこたえられるような大将軍小学校

になっていってほしいです。 
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